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近年、酪農の大規模化と合理化が進められ
ています。それに伴い、搾乳施設は、ミルキン
グパーラー型式へと急速に変化しています。
そこで、パーラー排水による環境問題も注目
され、将来の規制強化対象に盛込む検討が
なされつつあります。

パーラー排水処理設備の特徴
・乳成分を強力に分解する特殊菌使用
・低価格設定
・搾乳場の床洗浄作業により、糞尿が混入しても
処理が可能

・ローメンテナンス
・操作が簡単
・処理水のリサイクルが可能
①搾乳場の床洗浄水
②牧場への還元
③夏期パドックへの散水
④水洗トイレの洗浄用水

・処理された水は、河川への放流も可能です。
・薬品を一切使用していません。

・特許出願中

処理機能処理機能 （乳牛１頭当たりの排水量（乳牛１頭当たりの排水量2121～～3636LL／／日の場合）日の場合）

原水水質原水水質
BODBOD 平均平均1,2001,200ppmppm
SSSS 平均平均1,0001,000ppmppm

処理水水質処理水水質((河川への一般放流基準値をクリア！）河川への一般放流基準値をクリア！）
BODBOD 平均平均120120ppmppm以下（最大以下（最大160160ppmppm以下）以下）
SSSS 平均平均150150ppmppm以下（最大以下（最大200200ppmppm以下以下
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私たちは、搾乳施設から排出される、ミル
カーやバルククーラーの洗浄水、床洗浄水に
加え、廃棄乳の処理が可能なパーラー排水
処理装置を研究しています。

本研究に関するお問い合わせ：帯広畜産大学 畜産科学科
助教授 倉持勝久 kuramoti@obihiro.ac.jp


